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は
じ
め
に
江戸幕府の経済的基盤であった天領研究は、大名領の研究と比
べて、きわめて遅れた分野である。したがって、現在の天領研究
は、全国的視野からの基礎資料分析を通じ、直轄領の実態を考察
していくとともに、各個別研究を進めていくことが重要な研究課
（１）
題である。
信濃天領においては、他の天領の例にもれず、まとまった代官
所史料は存在しておらず、地方文書を中心に幕政関係史料で補い
ながら、天領の存在形態・代官の実態や地方行政の全貌を明らか
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八研究ノートＶ
近世信濃における天領支配にっ
ｌ
坂
木
・
中
之
条
陣
屋
を
中
心
と
し
て
Ｉ
は
じ
め
に
天領分布と地域的特色
坂木・中之条天領の成立
坂木・中之条代官
中
間
支
配
機
構
おわりに
いにしなくてはならないのが現状であり、一円的な解明が立ち遅れ
ている。
ところで、信濃国における天領支配・構造については、村上直
・内田得平・湯本豊佐太・鈴木寿・中島惣左衛門の各氏によって
（２）
優れた研究成果が発表されているが、そのうち、村上氏は、信濃
における直轄領の形成を太閤蔵入地と関連させながら、一円的に
（３）
天領をとら鯵えようと試ゑている。また、内田氏は、天領の推移。
（４）
形成を数量的に分析しており、一方、湯本氏は、中野天領を氏の
（５）
一連の論文により、鈴木氏は、坂木・中之条天領を例にとりなが
ら、実証的研究を試来ている。さらに中島氏の『天領信濃坂木・
中之条陣屋乃新研究』は、信濃における天領研究の先駆をなした
労作であり、同著の参考資料は貴重なものである。
本稿では、以上のような各氏の研究成果に依りながら、信濃国
における天領支配を、坂木・中之条天領を中心に、陣屋元の地方
史料（塚田家文書）等を用いながら解明しようとするものであ
る。
て
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第２表は、信濃国内で確認できた天領陣屋の変遷を表にあらわ
したものであり、同一陣屋名で私領陣屋が存在した場合は、表の
中
に
あ
ら
わ
し
て
あ
る
。
ここに取りあげたもの以外に、農家使用の仮陣屋等が存在する
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
研
究
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
い。第１．２表でわかるように、元和二年（一六一六）の創設が目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
年
七
月
六
日
の
松
平
忠
輝
改
易
に
と
も
な
う
も
のであり、忠輝時代十八万石より私領分を差し引いた二万数千石
が天領となっている。
北信四郡、とくに高井郡の陣屋数が多いのが目立っているが、
第１表天領の郡別成立年次 ｜
天
領
分
布
と
地
域
的
特
色
信
濃
国
の
天
領
は
、
郡
別
成
立
時
期
や
状
況
が
様
々
で
あ
る
が
、
第
１
（６）
表は、各郡別の天領の成立時期を表にしたものである。なお、諏
訪郡には天領は存在せず、安曇郡は享保期に成立した。
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郡名 成立年代
高井 元和二年
水内 元和二年
宝永三年更級
埴論 元和二年
延宝七年小県
寛永九年佐久
諏訪
享保十年安曇
筑摩 元和二年
家康蔵入地より伊・ガ
出典長野県史近世史料編各巻
各郡誌。各市町村誌等よ
り作成。
忠輝改易以後の大小私領の創設と消滅による小規模陣屋の設置に
よるものと、家康以来の森忠政・松平忠輝と続いた徳川色の強か
った信州屈指の生産地帯を引き続き確保という幕府政策の一貫し
た現われではないかと思われる。同地方は、寛文・延宝期二六
六一～一六八○）の親藩領の創設、さらに、板倉領の天和二年
（一六八二）の創設により一時期天領陣屋は消滅するが、元禄期
の相次ぐ大名領の消滅によって、陣屋数は一気に増加することと
なる。一方、佐久郡地方では、寛永九年（一六一一一二）十月徳川大納言
忠長改易による平賀陣屋設置がある。高井地方と比較して陣屋数
が少ないのは、一つには、天領が比較的集中して存在していたこ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
地
方
の
代
官
が
、
忠
長
時
代
よ
り
の
甲
州
代
官岩波七郎右衛門道能（後に岡上・平岡・設楽）の各代官であり、」
彼等は、井出氏に代表されるような在地有力土豪を元締手代のご
とく位置づけて、在宅支配させ、さらに配下に「所の代官」的な下
代を置いて支配させた。そして、時には、非在地手代と共に「相
（７）
手代」として支配させていたのである。
したがって、初期における佐久郡は、陣屋による直接支配では
なく、豪農宅を仮陣屋にあてた間接的支配方式をとっていたため
に陣屋数が少ないのである。やがて一時期、明暦より寛文年間
（一六五五～一六七二）の親藩領創設により天領陣屋は消滅する
が、北信地方同様、元禄期の相次ぐ大名領消滅により陣屋数は一
気に増加するのである。
また、筑摩郡における天領陣屋、とくに金山陣屋は他地域とは
四
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（８）
異なり、鉱山を目的とした設置である。
伊那郡地方は、前掲の第１表でわかるように幕府成立期より天
領
は
設
置
さ
れ
て
い
た
。
天領陣屋としては、寛文十二年（一六七二）の飯田脇坂氏転封
後、片桐の私領代官陣屋を使用することにより始まる。天領陣屋
設置以前は、知久・千村・宮崎といったような、在地給地旗本に
よる預所形式により支配されていた。彼等、在地給地旗本とは、
同地方で産出する榑木等の材木を管理する材木奉行としての特殊
任務を持った旗本であり、在所において支配した者である。天領
陣屋設置以後も、一部預かり支配は継続・並行支配されていたの
（９）
である。それは、伊那谷という地域的特色と、「榑木成村」を支配
と
い
う
特
殊
性
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
全
体
を
通
し
て
ふ
る
と
、
親
藩
領
の
創設・消滅による小藩分立と、天領陣屋設置に相互関係が見られ
るのである。
また、元禄期より宝永期にかけての陣屋数の増加は、この時期
に、元禄期より徐々に減少していた大名預所が正徳二年（一七一
（Ⅲ）
二）の幕令による預所全廃という政策によるところも大きいので
はないかと思われる。そして、享保期よりの預所政策の復活・代
官所経費支給方法の改正による地方官僚対策・一定陣屋を中心と
したブロック別支配への移行等により統廃合され、文化年間Ｃ
八○四～一八一七）には、中野・中之条の本陣屋、御影・飯島の
出張陣屋の四陣屋に固定され、以後幕末にいたるのである。
初期の代官支配形態についてふると、寛永より寛文・延宝期に
（ｕ）
か
け
て
は
、
関
東
十
八
代
官
系
代
官
で
あ
る
、
設
楽
・
近
山
・
天
羽
等
々
の
複数の代官集団により立会支配が承られる。彼等は、必ずしも信
（、）
濃国に在陣したとはいしえず、他国に渡り広域支配していたのでは
ないかと推察される。なお、他国との関係については、今後さら
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
このように、信濃国においては、東北信にふられる非在地系の
官僚的代官、伊那地方における在地給人代官的旗本による支配と
いった地域的特色が承られるのである。
ニ
坂
木
・
中
之
条
天
領
の
成
立
（週）
坂木陣屋の初立は、一兀和八年坂木五千石成立時とされている。
中島惣左衛門氏は、「元和八年十月八日幕府代官大関長右衛門
坂木駅にありて坂木天領を管し検地を行ふ。此地に新陣屋を新設
せしものなるか、所謂茶屋陣屋と称する民家を陣屋に宛てしもの
（皿）
なるかは、今日之を立証する資料を得ず」と述べている。
まず、埴科郡の天領成立は、前掲の第１表にあるように元和二
年（一六一六）忠輝改易のときであり、同年七月より十二月迄の
五ヶ月間、小諸の仙石兵部少輔預かりとなった時に始まる。しか
し、実際の天領の成立は、中島氏の指摘されるごとくである。
（脂）
また、陣屋については次のようにある。
信州埴科郡坂木村御陣屋御尋に付書付指上申候
御陣屋之儀、往古松平上総介様御代二御建置遊、其後松平越
後守様御領分二被成経数十年て四拾弐年以前寛文十二子年
（中略）
正
徳
三
年
巳
九
月
坂木村名主
一〈
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これは後年の記録であることから、疑問が残るのである。
幕
府
代
官
と
し
て
中
島
氏
が
あ
げ
て
い
る
大
関
長
右
衛
門
な
る
人
物
が
存
在していたかどうかであるが、『寛政重修諸家譜』によってふる
と、大関氏は二家存在するが該当する人物は、見当たらない。
元和八年（一六二二）高井郡には中村陣屋、筑摩郡には金山陣
屋が成立しており、わずか二年余り、五千石支配のために専任の
代官を置くかという疑問も生じる。おそらく、当地は預かり地で
あり、大関代官は検地役人、あるいは預かり役人であったのでは
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
の
坂
木
天
領
・
陣
屋
の
設
置
は
、
板
倉
氏
の
奥
州
福
島
へ
の
転
封
の
元禄十六年（一七○三）四月であり、陣屋は板倉氏の陣屋を引き
続き使用したのである。受取代官として、新野・高井野・前山・
御影・高野町の各陣屋支配の市川孫右衛門が、手代渋井志野右衛
門を、飯島・金山・岩村田の各陣屋支配の高野大兵術が、手代長
（肥）
谷川郷八を派遣して郷村引き継ぎをしたのである。
（Ⅳ）
次の「御代官支配所高付」によれば、
御
代
官
支
配
所
高
付
一
高
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越
後
信
濃
長谷川庄兵衛
一
高
八
万
弐
百
弐
拾
弐
石
余
越前鋤獺白山信濃
馬
場
源
兵
衛
一
高
八
万
八
千
六
百
九
拾
四
石
余
美
濃
信
濃
辻
五
郎左衛門
一
高
五
万
八
千
八
百
五
拾
石
余
美
濃
信
濃
南
条
金
左
衛
門
一
高
弐
万
六
千
六
百
壱
石
余
信
州
坂
木
領
高
谷
太
兵
衛
市
川
孫
右
衛
門
とあり、樽木山支配千村平右衛門・高谷太兵衛・市川孫右衛門を
除く代官は、隣国の三河赤坂・越後出雲崎等犬の代官所において
信濃国を支配しているものであり、直接信濃国内での陣屋支配は
行っていない。
また、これによれば純粋な信濃代官は、高谷大兵衛一人といえ
るが、実際は国内天領九陣屋を市川・高谷の両代官によって、二
分した支配を行っているのである。同年秋には、専任の坂木代官
として、甲州より平岡治郎右衛門・彦兵衛親子が赴任し、支配す
（旧）
ることになったのである。同時に、板倉藩出張陣屋であった中野
陣屋も引き続き、天領出張陣屋として使用していたのである。
その後、宝暦九年（一七五九）三月十八日中野代官志村新左衛
門のとき、「坂木御陣屋御引払二相成御不用之郷長屋其品々御払
（四）
二相成申侯、御払入札一一相成、落札金五両ト永六六文七分」とい
う
こ
と
で
、
引
き
払
い
に
な
っ
て
い
る
。
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二年後には、坂木村等より、次のような再興願いが出された。
乍恐以書付奉願上候
一
坂
木
村
御
役
所
之
儀
先
年
汐
御
立
来
り
、
組
合
村
タ
ー
而
諸
御
用
相
勤罷在侯処一一先御支配志村新左衛門様御代官所之節、初年か弐
年迄者坂木御役所二而諸御用相勤侯、然処一一辰之春か急一一中野
（絃）
御
役
所
江
相
勤
候
様
被
仰
付
、
因
蔭
段
々
御
願
申
上
候
得
者
、
先
壱
年
（非）
も半年茂相勤見候様被遊御意候二付、無是悲中野御役所江是迄
相勤候処一一、諸夫銭等悉ク相懸り村々大小百姓殊之外難義至
極、殊一一坂木宿之儀北国往還二而、佐州御用丼御大名様方御通
行之節、急御用・御伺等難義至極一一奉存侯、坂木御役所之義者
（松平光長）
先年越後中将様以来当郡五千石二而御立被下置、其以後御支配
村々相替り候得共、坂木御役所相立不申候義無御座侯、殊天野
助次郎様御代官所御支配之節者、高井郡坂木附一一被成下置、坂
木御役所二而諸御用被仰付侯、中野御役所江相勤侯而者遠方
故、急御用之節間違等出来仕難儀至極仕候、乍恐御慈悲を以御
勘弁之上、坂木御役所前々之通御立被為遊、諸御用相勤侯様被
仰付被下置候ハム、村々大小百姓御救与難有奉存候、為其村々
名主・組頭・百姓代連印仕奉差上侯、以上
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右
衛
門
組
頭徳
兵
衛
百姓代伝
左
衛
門
桜
堂
村名
主彦
兵
衛
組
頭源
之
助
百姓代甚
兵
衛
小
島
村名
主弥
五
左
衛
門
組
頭太
郎
右
衛
門
百
姓
代利
兵
衛
新
田
村名
主喜
兵
衛
組
頭杢
右
衛
門
百姓代伊
右
衛
門
八
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大
野
佐
左
衛
門
様
御
役
所
こ
れ
に
よ
る
と
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
の
春
に
突
然
中
野
陣
屋
へ
支
配
替
仰
付
ら
れ
た
が
、
諸
夫
銭
が
多
く
か
か
り
、
百
姓
共
が
難
儀
し
て
お
り
、
また、坂木宿は北国往還の宿場なので御用の節、中野は遠方で困
るので、坂木に御役所を再置してほしいと願っている。しかし、
こ
の
願
い
も
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
明
和
四
年
二
七
六
七
）
に
明
き
陣
（Ⅲ）
屋
は
焼
失
し
、
坂
木
陣
屋
は
幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
史
料
で
注
目
す
べ
き
は
、
坂
木
五
千
石
十
四
ヶ
村
の
内
、
中
之
条
村
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
南
側
の
横
尾
村
、
金
井
村
、
お
よ
び
下
戸
倉
村
が
嘆
願
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
の
中
之
条
陣
屋
設
置
運
動
に
向
け
て
の
坂
木
村
陣
営
と
中
之
条
村
陣
営
と
の
争
い
の
前
哨
戦
と
（皿）
もい陽えるであろう。その後、中之条代官平岡彦兵衛のときにも同
じよう
な
嘆
願
を
出
し
た
が
、
「
天
明
六
年
正
月
二
十
四
日
〃
坂
木陣屋御
（
手
代
）
（
手
代
）
取
立
之
積
り
山
本
様
・
飯
村
様
御
両
所
二
而
御
申
出
シ
被
成
候
へ
共
、
御
申
（幻）
立
不
相
叶
」
と
い
う
こ
と
で
、
願
い
は
通
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
坂
木
陣
屋
焼
失
以
後
は
、
坂
木
五
千
石
地
帯
は
、
他
陣
屋
の
預
か
り
と
し
て
し
ば
ら
く
推
移
す
る
が
、
明
和
七
年
二
七
七
○
）
十
月
、
越
後
国
川
浦
代
官
竹
垣
庄
蔵
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
信
濃
国
内
に
は
、
御
影
代
官
飯
塚
伊
兵
衛
、
飯
島
代
官
嶋
隼
人
が
専
任
の
代
官
と
し
て
お
り
、
な
ぜ
遠
方
の
川
浦
陣
屋
付
と
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
よ
う
に
あ
（型）
る。
八左衛門江戸表二而御支配替り之由承り、当村御役所願之義
一一而御支配替りの由承り、当村御役所願之義心願一一付、右出
近世信濃における天領支配について（西沢）
入〈源右衛門存寄一一致候由、坂木御陣屋〈御支配替故、坂木
村之不及力一一近八左衛門推察致、帰村以前一一江戸表二而願書
認、是ヲ以覚左衛門一一越後川浦御陣屋竹垣庄蔵様一一願出呉候
様書状相添遣候所、御同人様間も無御検見御用相済御帰府一一
テ上田御泊りへ、彦三郎・覚左術門罷趣御機嫌御窺罷帰り侯、
是
当
陣
屋
発
端
也
こ
れ
に
よ
る
と
、
中
之
条
村
役
人
が
相
当
竹
垣
代
官
に
働
き
か
け
た
た
め
と思われる。
また、中野陣屋は明和七年二月より六月、臼井吉之丞着任まで
の
間
、
前
出
の
両
代
官
に
よ
り
当
分
預
か
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
（弱）
の
だ
ろ
う
。
や
が
て
竹
垣
代
官
支
配
と
な
り
、
さ
っ
そ
く
次
の
よ
う
に
手
代
が派遣されたのである。
当御支配所佐久郡・小県郡・埴科郡高一万五千九百四拾三石
九斗弐升右村々郷村御引請渡シ瀬左衛門宅一一相済、夫が宮田
菅
右
衛
門
様
・
川
村
藤
助
様
御
支
配
御
廻
村
、
宮
田
様
御
帰
り
川
村
様
御
残
り
御
年
貢
取
立
宅
二
而
被
成
、
翌
春
出
張
仮
役
所
建
シ
川
村
様
御
代り長谷川只兵衛様御出被成、五ヶ年壱二而御勤被成、右御
（小県郡）
支配三年目二正月川浦へ郡中惣代尾ノ山ノ八左衛門ト覚左衛
門御年始二罷越
これによると長百姓瀬左衛門宅において引き継ぎ事務を行い、
そ
の
ま
ま
同
宅
を
借
り
、
手
代
が
常
駐
し
た
の
で
あ
る
。
仮
出
張
陣
屋
役
人
としては、長谷川只兵衛が最初である。こうして中之条陣屋時代
を迎えることとなるのである。やがて飯島代官武嶋左膳支配を経
て
、
安
永
七
年
生
野
代
官
平
岡
彦
兵
衛
が
初
め
て
の
専
任
の
中
之
条
代
官
と
九
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（妬）
なった。同時に飯島陣屋が出張扱いとなり、中之条陣屋付（佐久
・埴科・筑摩・高井・水内の各郡）四万九千九百四拾四石余と、
飯
島
陣
屋
付
（
伊
那
郡
他
）
四
万
一
千
石
余
の
都
合
九
万
千
石
余
の
代
官
と
（〃）
し
て
着
任
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
飯
島
陣
屋
で
は
な
く
中
之
条
陣
屋
に
定
め
た
の
は
、
高
辻
が
高
い
た
め
と
、
古
く
か
ら
の
交
通
の
要
衝
で
、
広
域
に
わ
た
っ
て
隣
藩
と
の
関
係
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
第３表代官支配高 三
坂
木
・
中
之
条
代
官
坂木・中之条代官の平均任期は、足掛四・三年であり、俸禄は、
平
均
一
六
八
俵
で
あ
る
。
当
代
官
所
在
任
時
に
お
い
て
は
、
布
衣
・
卿
剛
之
官｜支配高Ｉ年代
享保１５
享保1７
松平九郎左衛門 石石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
卯
妬
羽
Ｎ
Ｎ
的
Ⅱ
伯
閃
Ⅱ
肥
Ⅱ
Ⅱ
万
乃
冊
Ⅳ
９
２
２
７
５
０
０
６
８
０
２
別
㈹
７
妬
弘
弱
３
１
７
９
１
９
７
７
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
一
万
万
万
旧
９
５
８
１
２
９
４
５
４
５
５
４
５
５
５
６
５
５
浅野彦四郎
天野助次郎
竹垣庄蔵(中之条付）
武嶋左膳(中之条付）
平岡彦兵衛
宝暦７
明和８
７
８
５
永
永
明
安
安
天
広瀬伊八郎
河尻甚五郎
恩田新八郎
稲垣藤四郎
杉庄兵術
井上五郎左衛門
大原四郎左衛門
大原左近
甘利八右衛門
文化６
文化８
天保１０
文久３
明治元 問詰代官はおらず、布衣・焼火之間代官として大原四郎左衛門が
いるだけであり、残りの代官は、すべて平士の代官である。
（犯）
第３表は、支配一同の確認できた代官について表にしたものであ
る。松平代官より天野代官までは坂木代官であり支配高は高い。
一方、中之条代官は平均五万石前後である。
第
４
表
は
、
坂
木
・
中
之
条
代
官
変
遷
表
で
あ
る
。
本
文
の
二
で
述
べ
た
ように、元和期の大関代官については疑問が残るので除いた。享
保期を中心として、一代官による複数の陣屋兼務が承られ、坂木
代
官
が
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
を
一
円
的
に
統
一
支
配
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確認できる。
出典塚田祐雄家文書・塚田博家文書・中鳥徹雄家文
書・長野県史近世史料編各巻・村上直「江戸幕
府直轄領に関する一考察」「江戸幕府直轄領の
地域的分布について｣｢江戸後期幕府直轄銅の分
布について」・『旧高旧領取調帳』他より作成。
註享保15，安永７は，当分預所も含む。
第５表
の
代官数
の
変遷を
ぷ
ても、享
保期
は
そ
の
前
後
の
正
徳
・
寛
延
期
よ
り
も
代
官
数
が
減少しているのがわかる。それは、幕府に
おいて新井白石の行った政策と、それに続
く
享
保
期
に
お
け
る
地
方
官
僚
対
策
と
一
貫
し
て
おり、代官減少による一代官の広域支配は、
（羽）
大石慎三郎氏のいわれる「新規代官の任命
に
当
た
っ
て
、
充
分
な
人
選
を
し
て
、
相
応
と
思
われるものだけを代官に任命するという注
目
す
べ
き
代
官
の
大
人
事
移
動
が
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
松
平
代
官
は、信濃国内ばかりでなく赤坂代官岩室新
五左衛門との立会により、遠州二郡も預か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
＝
○
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第４表天領坂木・中之条代官変遷表近世信濃における天領支配について（西沢）
代’代官｜任期｜年｜陣屋｜俸禄 備 考
]|薪孫奎譲盛直|元禄'６ １１|襄雛|鵬 板倉藩転封にてお預かり引き取り代官
21聿層治郎蕊鱸実|元禄'6~宝永2121坂木'200俵 出張中野甲州代官′甲州代官へ
出張坂木３１金丸又左衛門(父）｜宝永２～４１３１中野’150俵
出張坂木４１金丸四郎兵衛(子）’４～正徳２１７１〃’150俵
中野・飯島・御影兼務
榑木奉行兼帯５１都筑小三郎(父）｜正徳３～享保２１５１坂木’200俵
中野・飯島・御影・高野町兼務榑木奉行兼帯６１都筑藤十即(子）｜享保２～７１５１〃’200俵
|馨臺露出蕊串霊迫合讓増田大兵衛永政’７～９１３１〃’150俵７’
８ 中野・飯島・平賀兼務
遠州豊田郡・周智郡預り松平九郎左衛門尹親’９～１９１１２１〃’150俵
出張中野９１鈴木平十郎｜元文元～元文２１３１〃’100俵
'01菫草杢;繍鵬|元文３ 飯島にて（新貝在宅）中野預り（塩尻にて）100俵250俵１１〃
１１１安生太郎左衛門定洪’４～’１１〃’150俵
'21奎草蕊繍纏|元文５ 出張飯島（中泉にて）（塩尻にて）100俵250俵１１〃
中野二月預り飯島一年
預り寛保２年より平賀兼務１３１浅岡彦四郎胤直’５～宝暦４ 〃’250俵
預所坂木
勘定吟味役へ１４１天野助次郎正景｜宝暦４～８１５１中野’300俵
出張飯島
預所坂木１５１布施弥市郎胤将’８ １１御影
坂木陣屋引払(宝暦10年）
関東代官より161麹宮藪左衛門師智’８～11131中野'400俵
１７１大野佐左衛門正識’１１～１３１３１〃’１００俵
ｌ８１池田喜八郎季庸’１３～明和５１６１御影’150俵 関東代官へ
中野四月預り
関東代官へ１９１飯塚伊兵衛英長｜明和５～７１３１〃’200俵
中之条に仮出張陣屋建
出張飯島
（越後川浦にて）２０１竹垣庄蔵直照’７～安永４１６１中之条’150俵
仮出張陣屋中之条預
小普請より笠岡・久世
へ（飯島にて）
２１１武島左膳修茂｜安永４～７１４１〃’200俵
出張飯島，中野二月預
但馬国生野より甲州へ２２１平岡彦兵衛良寛Ｉ７～天明７１１０１〃’200俵
中野六月預評定所留役より甲州へ２３１守屋弥惣右衛門原福｜天明７～寛政１１４１〃’５０俵３人
241慧歪護驍|寛政’ (飯島にて）２月～４月預(川浦にて）〃
寛政３に三河ロ太忠と改名。中野出張力
小普請より関東郡代付
代官へ
１１〃’150俵3人
十’２５１野村八蔵輝昌｜寛政１～ 〃｜lOO俵４人
勘定吟味改役より２６l広瀬伊八郎吉舜’４～５１２ 70俵５人〃
預所中之条
御納戸より２７１川尻甚五郎春之Ｉ５～７１３１中野’250俵
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出張飯島（三年間）
飯島より石和へ281蓑笠之鵬昌’７~文化元'10|中之条'160俵 法政
史
学
第
四
十
号
２９１恩田新八郎忠礎｜文化元～６１６１〃’100俵５人｜御勘定より
文化８年４月～９月
御影預り３０１稲垣藤四郎豊強’６～９１４１〃’250俵
預所中之条・御影
西丸小十人組より３１１杉庄兵衝｜文化９～ｌ２１４１中野’200俵
３２１阿久沢修理 １０～Ｉ１１２１中之条’150俵
信濃一国総取締
水原へ３３１男谷彦四郎恩考’１１～文政４１８１〃’100俵
出張御影
踊肇碁雛鋒役よりⅡ３４１荒井平兵衛｜文政４～ 〃’250旗11
ｌｌｌ張御影
小十人組より中野へ
信濃一国総取締弱|井上五郎左衛門頼㈹（十左衛門） '21』Ｉ 〃’200俵１１～
Ill張御影
中野より二九留守居へ
信濃一国総取締（布衣）361大原四郎左衛門溌’１２~天保３１４１〃｜脈
Ｈ１張御影
信濃一国総取締３７１蓑笠之助｜天保３～６１４１〃’160俵
出張御影，中野二月預
大坂谷町より
御弓矢鑓奉行へ
信濃一国総取締
381大原(銃鍋子)’6-13181〃’'00帳
預所中之条・御影
日光今市より３９１森親之助 １１中野｜］50俵1３
出張御影
勘定よりⅡ１羽へ４０１石井勝之進 13～弘化２１４|中之条’150俵
Ⅱ伽人1騨鶏剛Ｈ４１１川上金呑助｜弘化２～嘉永２
421鈴木大太郎｜嘉永2~安政１’６１〃’70帳5人|灘_鱗取締丹波へ
出張御影
御納戸より陸奥へ４３１森孫三郎政澄｜安政１～５１５１〃’200俵
ﾄ’ lll張御影，中野二月預御鉄砲玉薬奉行より市川へ（元中野手付）5～文久１４４１木村董平 〃’150俵
鯛|安藤剛｜文久１－ヨ|`し｜脈 出張御影勘定組頭格寄場奉行より市川へ
鯛|甘利八右衛門為徳｜，~慶応`|`｜〃｜`喉仏|讓毒露綴要幼
W霄市串議疫型影４７１松本直一郎｜慶応２～４１３１中野’７０俵
塚田祐雄家文書・塚田博家文書・近世知行制の研究（鈴木寿）・坂木中之条lhlI屋乃新研究
（中島惣左衛門）・各市町村誌・各郡誌・長野県史近世史料編・江戸幕府代官史料（村上
直編）・寛政重修諸家譜・柳営補任他より作成。
享保20年，大草・室代官との記述文書有り。
甲州代官への場所替は，渡辺茂家文書『御支配記録』他を参照した。
備考の（○○にて）は，その代官の本務地を示す。
Ⅱ{典
１
２
３
註
註
註
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文化十三年（一八一六）、信濃国内天領に「信濃一国総取締」が
創
設
さ
れ
、
中
之
条
代
官
男
谷
彦
四
郎
が
任
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
中
之
条
代
官
計七名が就任している。
（帥）
男谷代官について次のようにある。
（ママ）
当御代官様御在陣一一御座候所、去巳正月晦日御出府被遊、同
年五月二十五日一一御帰陣二相成、其節信州一ヶ国御領私領二
不
依
取
締
り
役
被
仰
付
候
条
、
粗
承
り
こ
れ
に
よ
る
と
代
官
在
陣
中
は
、
御
料
・
私
領
を
問
わ
ず
取
締
り
権
限
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
創
設
の
関
東
取
締
出
役
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
政
改
革
に
お
け
る
政
策
が
、
関
東
に
と
ど
ま
ら
ず
信
濃
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
男
谷
代
官
と
同
時
期
に
、
中
野
に
は
大
草
太
郎
右
馬
、
御
影
に
は
川
崎
平
右衛門、飯島（駿府紺屋町代官）山田茂右衛門の各代官がおり、
（、）
な
ぜ
男
谷
代
官
が
選
任
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
文化十一戌年二月十一一一日
御
代
官
男
谷
彦
四
郎
其方儀、地方向取扱方等自得致し、支配所村々荒地起返等之
第５表近世信濃における天領支配について（西沢）
年次｜代官数
１
１
３
４
７
３
３
ｒ
６
３
３
４
３
３
３
６
４
ｕ
４
４
７
１
ｌ
１
２
３
１
宝
和
和
禄
永
徳
保
保
文
保
延
和
永
政
和
化
保
保
化
永
永
延
久
治
応
応
治
延
天
天
元
宝
正
享
享
元
寛
寛
明
安
寛
享
文
天
天
弘
嘉
嘉
万
文
元
慶
慶
明
『
１
ｑ
〉
〈
０
Ｑ
〉
ｑ
〉
ｑ
〉
へ
。
く
り
ｎ
Ｕ
４
４
（
ｊ
（
ろ
［
Ｉ
Ｆ
Ｄ
句
０
ｑ
〉
ん
宝
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
ｏ
】
ん
云
戸
Ｉ
〈
Ｕ
（
。
『
１
『
１
Ｑ
）
【
Ｉ
０
Ｊ
ｑ
〉
Ｒ
〉
〈
０
〈
０
Ｆ
Ｄ
川
宝
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
く
り
４
坐
４
詮
４
４
Ｐ
Ｃ
川
云
４
４
川
走
４
缶
川
云
４
４
川
式
Ｆ
Ｄ
４
註
４
４
４
４
川
云
向
の
強
い
代
官
の
な
か
に
あ
っ
て、男谷代官は陣屋語・在陣を願っており、地理的にも天領四陣
屋の中間に位置することから選任されたものと思われる。
（犯）
古川貞雄氏は、男谷代官以降の代官について、「中之条代官が
多いとはいえ、中之条陣屋に固定されたものではないことはたし
かである」と述べているが、中之条代官兼帯となる必然性はある
と
思
う
の
で
あ
る
。
それは、御影出張陣屋の設定にある。六代官に共通すること
は、御影を出張陣屋にもつということである。御影陣屋支配の中
心は佐久郡であり、関東と隣接しており、御影陣屋は治安維持上
の重要な役割を担った拠点であり、それを所管する中之条代官の
任務の重要性と、地理的条件によるものであろう。また、とくに
後期において中之条や中野代官には、比較的新規取り立て代官が
多いのである。彼等代官の移動経路を示したのが第１図である。
第１図
中之条代官
（中野代官）
甲州代官等
村上直『天tfi』より
転載
↓ ↓｜
関
東
代
官
世話致し度旨を以、当
戌
よ
り
五
ヶ
年
之
間
、
信
州
中
之
条
村
陣
屋
詰
之
儀
願
之
通
被
仰
付
侯
これによると、在府の傾
￣
＝￣
＝￣
勘定所等の
中
央
役
職
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つまり、信濃代官より甲州代官を経て、関東代官あるいは、勘
定所の役職についたりするのである。このような傾向について、
（羽）
村上直氏は、「近世後期においては、北関東の荒廃にともない、全
国
各
地
か
ら
有
能
な
実
績
あ
る
代
官
を
関
東
地
廻
り
代
官
と
し
て
集
合
し
て
、
在
地
の
立
て
直
し
を
は
か
る
た
め
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
幕
府政策の実施が甲信越地域に向けられたのは、関東に近接し、江
戸に近距離にある平均的な天領であり、個々の代官の実績をふる
の
に
、
適
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
代
官
の
天
領
支
配
を
実
際
に
行
う
属
僚
と
し
て
、
元
締
・
手
付
（
寛
政
以
降）・手代・書役等がいる。第６表は坂木・中之条代官属僚表で
ある。地方文書より抽出したものであり、名前や肩書の誤り等不
詳
な
点
が
あ
ろ
う
が
、
一
応
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
天
保
（鈍）
年間以降は、『県令集覧』によって把握できるので、省略した。
中
之
条
代
官
付
の
手
代
以
上
の
属
僚
数
を
『
県
令
集
覧
』
に
よ
っ
て
ふ
て
いくと、中之条陣屋語一一一～五名、御影陣屋詰三～五名、追分貫目
改所詰一名、江戸詰五～十名の都合十二～二十名程であった。表
には現われないが、それぞれの属僚は一定期ごとに、江戸・中之
（お）
条・御影・追分貫目改所間の人事交流がふられる。また、同一家
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
長
谷
川
・
高
橋
・
中
村
・
中
野
と
い
っ
た
姓
が
多
くみられる。これは、一定の家が手代筋の家として存在し、代官
の必要に応じて採用されたためではないかと思われる。なお、手
（妬）
付は寛政三年（一七九一）秋頃より設けられたものとふられる。
（幻）
次のような史料がある。
寛政七卯年三月
法
政
史
学
第
四
十
号
四
中
間
支
配
機
構
中
間
支
配
機
構
と
は
、
代
官
と
在
地
農
民
の
間
に
あ
り
、
代
官
所
機
構
を
補っていたもので、本稿では、郡中惣代（郡中代）・取締役・郷
宿をさすことにする。
中之条天領の郡中代は、明和年間（一七六四～一七七己より
手付御家人之分も肩書手代動向と相認候処以来手付と認可申
旨
松
伊
豆
守
殿
被
仰
付
侯
事
これによると手付の設置は寛政七年（一七九五）である。
中之条陣屋において、手付が最初に史料にあらわれるのは、寛
政七年五月より勤めた蓑笠之助代官の属僚肩書に「普請役格手付
（犯）
一兀締森藤太夫」とあるのが初見である。
一方中野陣屋においては、河尻甚五郎代官の属僚が「秋田定吉
（寛政七年）
（羽）
様
・
岩
間
忠
作
様
卯
三
月
汐
御
手
付
・
御
普
請
役
被
仰
付
候
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
り
、
続
い
て
寛
政
七
年
五
月
よ
り
中
野
代
官
を
勤
め
た
竹
内
平
右
衛
門
属
僚
に
お
い
て
も
「
手
付
元
〆
石
川
弥
一
右
衛
門
様
・
手
付
吉
江
奥
右
（仰）
衛門様」とあり、一別出史料による寛政七年と一致するのである。
信
濃
国
に
お
い
て
は
、
手
付
成
立
時
期
に
関
し
て
『
牧
民
金
鑑
』
に
よ
る
寛
政
七
年
三
月
が
確
認
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
後
、
他
国
に
お
い
て
も
検討が必要である。また、これは公の呼称としての成立であり、
（似）
名称としては、寛政三年秋頃より使われていたようである。そし
て、普請役格の格付も両陣屋共に寛政七年三月以前には確認でき
ず、手付の新設とともに現われており、格付けも同時期になされ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
手
付
同
様
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
四
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第６表坂木・中之条陣屋属僚表近世信濃における天領支配について（西沢）
黙孫夷禦|渠ｉﾓ鯉禰門渋井志野右衛門坂木一坂木 粥治郎灘|案iそ審語繍冨
鐵中藪鶴|渠|関｡佐左衛門|騨艤瀞安国政右衛門1江ｉ鵬榊１戸Ｉ矢部市野右衛門
坂
木
栗|鵜 郎郎三十小藤 坂ｉモ池田用右衛門1江か野本幸右衛門木；渡辺五郎兵衛1戸｜諏訪儀右衛門
棗|増田太兵衛|渠鵺浦右鰯
モ河合重蔵・モ茂木新八・モ逸見小野右衛門・内藤近右衛門・高田伊左衛閲・太田浦右衛門・山崎伴右衛門・山岡孫平次・山岸定六・高橋和助・霧:需晉蝋瀧繍壼雲鍵鋤鵜惠零サ山崎郡平・サ塚田半治・伐所役人浅見利兵衛・前野常右衛門
坂
木 松平九郎左衛門
案|菫草杢:鰯;|案Ｉ議左票iii震i蝿落:騨碧枩門清水庄助
栗|鈴木平十郎|案i蝋 介助軍大
大草太郎左衛門室七郎左衛門
坂木一坂木
坂ｉ雨宮次肋
木！
安生太郎左衛門|棗i雷晉宇勤
美|圭草杢ill奎離 ０００，■□坂木
棗|浅岡彦四郎|案;毛騨庄譲:異蕊響石川唯助
栗|天辱中野票次郎 ０００６●●●坂木１１
1塁|毛蒙艤主酉騨認縞繧綴字讓名豊吉棗|布施(御藪市郎 ■０００００坂木
壽|志村新左衛門|驍喜黒久藥穴:霊砦露
･・大野Ｌ左衛門中ｉモ木村直左衛門・田藤蔵・谷右衛''1】｜；上野吉太郎
野小林祐八大坪忠蔵
儀助・高橋次郎右衛門
良助・斉藤七郎兵衛池田喜八郎 |鱗ﾓ美冨 |廷ｉ土破円蔵１Ｆ；墓’
窪|飯塚伊兵衛|篦|ﾓ繍富右獣:雛 大八庄助
竹墨後川祷蔵|鬘|長谷川只兵衛総識識:l'蔓弾右溌i空|平＃：Ｐｉ中之条 弥兵衝
武島(飯島)左膳 宇八・横山差治郎｜江｜モ堀善蔵半蔵’‘団蔵；戸Ｉ
中
之
条
中Ｉモ古川
之！間
条ｉク成瀬 蔵定
門
岡
衛
形
郎
左
夫
蔵
・
四
惣
太
松
門
藤
田
安
村
衛
村
沢
田
飯
右
木
・
思
・
珊閲鋤俗臓
岡
嘉
井
官
田
・
島
藤
田
杉
郎
川
・
黒
・
極蔵町蕨肋醐
田長永藤喜定
井沢部村岡山
大
富
服
飯
白
鳥
モ
シ
ク
ア
中
之
条
1江ｉモ宮川十蔵、中之
条 平岡彦兵衝
|戸！
五 中之
条 菫7竈景繍碧:嬢木芙契:鶴権右雛:言繍守屋弥惣右衛門中
之
条 鬘|篝喜||勘癖十郎奎雛:番聯喜美藤篝霊野村八蔵（三河ロ太忠）
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案|広瀬伊八郎|案|妻蝋:耒鶴美質ＩＹ１露織:嘉蝋濠右衛叶大山万古 法政
史
学
第
四
十
号
中沢惣吉|中iそ宗鴎欝李麓美鰹郎|江戸｜野|臘政歌:鰹辮醗森田定吉
作
吉
吉
蔵
忠
宗
万
松
沼
田
山
田
飯
森
大
王
クモ中
之
条
中
之
条 川尻甚五郎
（中野）
中｜案|…之助|窯繍繍繍繍篶曇篝二十〃
鬘|恩Ⅲ新八郎|妻嘉繍Ｉ鶴源鰄轤害罎'ii榊●●
中|テモフ土岐蓬助・保川丹治郎江１モ杉山九十郎之iテフ岩淵為治郎・鈴木縫右衛門１渓江犀司条iテフ石塚源兵衛・川田茂八１戸；力矢代為八
中
之
条 稲垣藤四郎
中
之
条 杉(中錆兵衛陦之蕊享休蕊鷆林蟻情水右助|晉糞ﾌ篶橋雇主聖
案|阿久沢修理|案iﾓ柿沼Ｍ郎延iﾓ舟橋大八ＩＰＩ
圭悪蟇禰圭鑛職爾１１織溌皇書蝋|碆鵜主繍条;ク松野平太郎・早田小平太・取次前沢藤八Ｉか
中
之
条 男谷彦四郎
太
郎喜四
字
三山藤
秋
佐モカ江
戸
郎一
作
八
彦
助
鵬搬々鮒
和
平
官
直
モ御
影
…門助門
太
衛
泉
衛
源
左
左
宇
藤
武
野
津
浦
浦
奥
青
松
杉
’壬・クラ：：
中
之
条
中
之
条
一
中
之
荒井平兵衛
井上五郎左衛門|奏熟鰄佳六|露1了襄周金堅柵清抓ﾓ三島寛大★１戸１０●劉一贄 大原四郎左衛門|奏欝孝鑿|蝿欝鮮 モ大塚康作鈴木直吉
笠之助|蕊巽騨鰄房恵曇剛勇助弓： モ芳賀右内山下太左衛門罰≦
郎蔵平蔵郎
次為棟熊次
鉱
新
浦野村藤木
杉河中佐鈴
●
●
●
●
●
士ロ七衛郎
直藤兵八啓茂
木
条
井
屋
支
鈴
中
石
土
モ
テ
テ
ー
プ
江
一
戸
八
助
郎
所
門
建広三改衛
貴
目
右
羽
野
鴫
貫
真
大萩水分野
カ
ク
追
中
御
影
衛平八
兵
祇
荘
進瀬瀬田
テ百広池
モ中
之
条
中
之
条 大原 左近
出典塚田祐雄家文書・塚田博家文書・長野県史近世史料編・坂城町誌より作成。
大原左近は，天保10年県令集覧より。
註１無印手代・モ元締・ク公事方・テ手付・フ普請役格・カカ11判.シ書役
サ侍・ア足軽・卜同心・支支配勘定格を表す。
註２代官名下の（）は，その代官の本務の陣屋名を示す。
一ハ
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承られ、当初中之条村名主二名の内一名の兼帯であったが、文政
三年（一八二○）よりは中之条村名主二名は村務専任となり、専
任
の
郡
中
代
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
弘
化
・
嘉
永
期
二
八
四
四
～
一
八
（⑰）
五
三
）
に
は
再
び
名
主
と
の
兼
帯
が
ふ
ら
れ
る
。
一
般
に
、
郡
中
代
は
陣
屋
（⑬）
｜工一名とされているが、安永年間（一七七二～一七八○）・安政年
（“）
間
（
一
八
五
四
～
’
八
五
九
）
の
史
料
に
よ
る
と
、
複
数
確
認
で
き
、
一
時
的にせよ複数の郡中代（郡中惣代）が存在していたのである。
｜方北隣の中野天領では、安永中野騒動以後、「郡中代役家」五
家
に
よ
り
、
単
独
あ
る
い
は
複
数
で
勤
め
て
お
り
、
郡
中
代
と
名
主
と
は
兼
（幅）
ね
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
図２は、指揮・伝達系統を示したものであり、郡中代が固定・
世
襲
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
組
惣
代
は
、
組
合
内
に
お
い
て
あ
る
程
度
（妬）
流動的であり、任期も制限されていた。取締役は、中之条代官が
「信濃一国総取締役」仁任ぜられた文化十三年に、沿安警察をⅡ
（仰）
的に創設された。
（蛆）
中之条天領の場〈口、文化十四年時で取締役は、埴科郡六名（四
ケ村）・小県郡六名（四ヶ村）・佐久郡六名（四ヶ村）・高井郡
三名（一一一ケ村）・水内郡五名（四ヶ村）の計二十六名（十九ヶ村）
（州）
である。文政四年（’八二一）時では、埴科郡坂木村二名、中之
近世信濃における天領支配について（西沢）
図２
中之条代官
↓
郡中代
(陣屋元）
↓
組惣代
(組合数）
↓
名 主
条
村
一
名
の
増
加
が
確
認
で
き
る
。
設
置
村
よ
り
特
徴
を
ふ
る
と
、
宿
場
に
多
く
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
治
安
維
持
。
風
俗
取
締
の
強
化
を
意
図
し
（印）
たものであろう。郷宿は、陣屋－工に五～六名おり、当初は御用宿
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
訴
訟
の
仲
介
・
内
済
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
公
事
面
（副）
で代官所機能を補佐していたのである。
中
野
天
領
の
場
合
、
名
主
・
郡
中
代
・
取
締
役
・
郷
宿
の
役
職
は
、
分
散
化
さ
れ
て
お
り
、
郡
中
代
な
ど
は
、
た
だ
単
に
能
吏
で
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
之
条
天
領
の
場
合
は
、
郡
中
代
は
名
主
が
兼
帯している。郡中代家の持ち高にしても、村内有数の高をもって
お
り
、
取
締
役
ｄ
郷
宿
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
権
力
が
一
部
の者に集中・世襲的なしのになっているのである。
以
上
、
信
濃
に
お
け
る
天
領
支
配
を
支
配
機
構
よ
り
、
実
証
的
に
考
察
し
て
き
た
。
忠
輝
改
易
後
、
初
期
東
北
信
に
お
け
る
関
東
十
八
代
官
系
御
蔵
納
代官による直轄領支配と、分散化された直轄領に点在する小規模
陣展の成立、伊那郡における家康蔵入地以来の複数の特殊任務を
持った在地給地旗本による支配、と明確に承られる支配形態の差
違を、地域的特色を念頭におきながら明らかにしてきた。
また、中期成立である坂木・中之条陣屋設置以後は、国内天領
陣
屋
は
一
変
し
、
坂
木
代
官
が
一
円
的
に
統
一
支
配
を
行
い
、
中
之
条
代
官
が国内代官より優位にたち、「信濃一国総取締」として、国内を統
率していったことが明らかになったのである。
今後、代官支配下にあった民衆側からふた天領支配とは何か、
お
わ
り
に
一
三
七
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幕
藩
体
制
に
お
け
る
天
領
支
配
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
を
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
註（１）村上直「江戸幕府直轄領に関する一考察」（徳川林政史研究所『研
究紀要』昭和四四年度）
（２）村上直「近世信濃における直轄領の分布」（『信濃』二八巻七号）
（３）内田得平「信濃における天領の形成と展開」（『信濃』三四巻七号）
（４）湯本豊佐太「信州中野天領の〃御触“伝達系統」（『信濃』二○巻
一一一号）、「信州中野天領の中間支配機構」（『信濃』二一一一巻六・七号）、
「幕府代官の在陣中の動向」（『信濃』二四巻七号）、「信州中野天餉
における〃取締役“制」（『信濃』二五巻二・五・六号）
（５）鈴木寿『近世知行制の研究』『近世更級埴科地方誌近世編』下巻
（６）筑摩郡の成立は元和としてあるが、一応郡とし木曾谷はここに含
まれるが、木曾谷自体は伊那同様に家康蔵入地からの成立である。
（
７
）
古
川
貞
雄
「
信
州
佐
久
郡
初
期
幕
領
の
地
方
支
配
方
式
と
石
代
納
仕
法
」
（『信濃』二二巻七・九号）
（８）『長野県史』（近世史料編五巻三二一一一）
（９）平沢清人「伊那の〃榑木成村“考」（徳川林政史研究所『研究紀
要』昭和四三年度）、「伊那の”榑木奉行“”樽木山“老」（徳川林政
史研究所『研究紀要』昭和四六年度）
（Ⅲ）大沢元太郎「近世の預所に就いて」（『歴史地理』七七’二）
（ｕ）村上直「近世初期、甲州系代官衆の系譜について」ｓ日本近世の
政治と社会』）、「関東幕領における八王子代官」Ｓ日本歴史』一六
八）、『天領』、『寛政重修諸家譜』他
（、）北島正元校訂『武蔵田園簿』によれば、南条金右衛門二万一七八
法
政
史
学
第
四
十
号
七石、岡上勘右衛門六七一二石、設楽権兵衛五○七○石、近山与右
衛門一八五○石、天羽七右衛門四八三○石と、関東も支配していた
のである。
（Ｂ）元和八年真田伊豆守信之が旧領上田より松代へ移封となり、川中
島四郡の内より十万石与えられたが、その際坂木・中之条・金井・
横尾・上戸倉・下戸倉・寂蒔・鋳師屋・打沢・福井・小島・桜堂・
抗瀬下・新田の一四ヶ村約五千石は除かれた。
（ｕ）中島惣左衛門『天領坂木中之条陣屋乃新研究』一二頁
（咽）中島氏前掲箸参考第一○資料
（略）『長野県史』（近世史料編一巻四五四）
（Ⅳ）『看益集』「御代官支配高付」国立公文書館所蔵。村上直氏は、こ
の年不詳の史料を元禄十五・六年のものと推察しているが、記述代
官名から板倉氏転封の元禄十六年四月直後の史料といえよう。
（焔）鈴木寿氏は、平岡代官着任を宝永一年としているが、次の割付状
（坂城町、塚田博家文書）に、
信
濃
国
埴
科
郡
中
之
条
村
未
御
成
箇
割
付
－
高
千
百
石
九
斗
四
升
六
合
高
辻
（中略）
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆
済
者
也
元禄十六年末十一月
平
岡
彦
兵
衛
⑳
平
岡
次
郎
右
衛
門
⑩
中
条
村名
主百姓
とあり、着任は元禄十六年秋前後といえる。
＝
八
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（四）鈴木寿『近世知行制の研究』二七頁所収史料「御用水記録拾遺」
（卯）『長野県史』（近世史料編七巻五七二）
（皿）註（四）に同じ。
（皿）坂城町、中島徹雄家文書。安永七年十二月「願書写留帳」によれ
ば、安永七年十二月に坂木村より一一一通、中之条村より一通陣屋設置
に関する願いが出されており、坂木村側には、水内・筑摩郡等の村
々が、中之条村側には、高井・小県・佐久郡の村々が賛同している
ことがわかる。
（躯）坂城町、塚田祐雄家文書。「覚」より抜粋。
（型）。（妬）註（鋼）に同じ。
（妬）鈴木寿氏は、その箸で元禄年間坂木代官平岡彦兵衛と中之条代官
平岡彦兵衛を同一人物としているが、前者は彦兵衛良久であり後者
は彦兵衛良寛である。
（〃）「長野県史』（近世史料編七巻五七三）
（犯）年次記載のあるものは、年次が特定できたものであり、記載のな
いものは在任中、年の特定できないものである。
（羽）大石慎二郎『享保の改革の経済政策』八九頁
（釦）註（躯）に同じ。
（虹）荒井頸道編纂『牧民金鑑』七○頁
（犯）古川貞雄「信州悪党取締出役制の成立と展開」（『信濃』一一一三巻一
二号．三四巻二号）
（羽）村上直「近世後期、関東幕領の支配体制」Ｓ論集関東近世史の研
究ｂ
（鯉）村上直・荒井秀俊編『江戸幕府代官史料ｌ県令集覧ｌ』
（妬）種々の史料に「江戸オ御引越」「中之条ｊ御影語一一相成」「○○様
与御交代」なとどあり、『県令集覧』の追分貫目改所に「御影より月
近世信濃における天領支配について（西沢）
安永八年四月（必）坂城町、塚田恵一家所蔵文書。安政四巳年閏五月廿九日「乍恐以
書付奉申上候」
（妬）湯本豊佐太「信州中野天領の中間支配機構」（『信濃』二三巻六・
交代」とある。
（閉）註（鈍）に同じ。
（幻）前掲『牧民金鑑』二一四頁
（犯）『長野県史』（近世史料編一巻四五四）
（羽）『長野県史』（近世史料編八巻三四七）
（伽）註（釣）に同じ
（虹）柏村哲博氏も、「寛政改革期における幕領地方支配体制の整備と
特質」（『史叢』ここのなかで、同様の指摘をしている。
（蛆）『坂城町誌』（中巻歴史綿一四五五頁所収「名主勤候名前」）
（⑬）坂城町、中島徹雄家文書。安永七年十二月「願書写留帳」の安永
八・九年の三通の請書に、郡中惣代連印として、筑摩郡四ヶ村四名、
水内郡三ヶ村三名、高井郡二ヶ村二名、小県郡一一ヶ村二名、佐久郡
二ケ村二名、埴科郡三ヶ村三名、計六郡十六名が確認でき、一一一通を
比較すると陣屋元の中之条村八左衛門以外は村名が替っていること
から、後に図２にみられる組惣代へと変化していったのであろう。
郡｜村数
吉向
,416,獄蛸埴科
小県 1218139.3.9.7
筑摩 2518568.8.0.0
佐久 2014035.8.7.2
高井 712848.0.6.5
＝
＝
九
水内 50115818.0.9.0
合計’128149649.6.7.5
出典中島徹雄家文書
「当御支配所，佐久・小県・
埴科・筑摩・高井・水内郡村
高帳」より作成。
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七号）
（妬）前掲『牧民金鑑』二四六頁
（⑪）『長野県史』（近世史料編八巻一一三八）他
（蛆）中島氏前掲箸参考資料一七
（蛆）『長野県史』（近世史料編七巻五七四）
（卯）註（⑬）に同じ。
駅馬、往還村等者旅龍屋渡世之のもの共別而心付、壱人旅人又者無
故長逗留等決而不為致、無拠訳合一一而逗留をも為致候節〈、村役人
江
相
届
差
図
を
請
可
巾
〈
勿
論
之
儀
、
旅
人
江
対
し
不
人
柄
之
儀
無
之
様
巾
付
、
宿
内
取
締
方
都
而
行
届
候
様
可
申
合
事
と
あ
る
。
ま
た
、
寛
政
十
年
四
月
関
八
州
の
御
料
・
私
航
に
設
置
さ
れ
た
「
取
締役」（『日本財政経済史料』巻二、二○○頁）をみても、捕場ある
い
は
宿
場
筋
の
村
と
の
設
置
が
多
い
と
い
え
る
。
（
皿
）
郷
宿
の
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
管
見
で
は
宝
暦
年
間
よ
り
み
ら
れる（坂城町、塚田祐雄家文書）。また職務内容については、次の史
料
（
坂
城
町
、
塚
田
博
家
文
書
）
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
乍
恐
以
書
付
奉
巾
上
候
今
般
私
共
一
同
被
召
川
被
仰
聞
候
者
郷
宿
心
得
方
之
儀
以
書
面
を
可
山
上
旨
被
仰
渡
奉
畏
左
二
奉
巾
上
候
一御用二付御料所御私仙ォ御役人中様被遊御越候節〈、御用術一而
当
御
役
所
江
御
用
御
下
知
請
取
計
可
巾
御
儀
二
奉
存
候
、
且
御
支
配
所
村
々御用向一一而罷川候節者委細承り、御用弁利宜敷様仕、御上様御
手
数
二
不
相
成
候
様
成
丈
心
添
い
た
し
、
御
用
向
大
切
二
為
相
勤
、
御
用
済
次第御役所江帰村御届ヶ奉申上、無益之逗留不為致早速帰村仕、
村
々
費
之
諸
夫
銭
相
掛
り
不
申
候
様
取
計
江
仕
度
御
儀
与
奉
存
候
、
猫
又
公
事
入
用
等
二
罷
出
候
者
右
之
、
怖
々
異
見
可
仕
成
丈
御
苦
脳
一
一
不
相
成
候
様
法
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史
学
第
四
十
号
取
計
江
可
申
御
儀
二
奉
存
候
、
尤
無
拠
一
件
之
儀
〈
御
役
所
江
案
内
い
た
し、其上実意一一承糺不長引候様取計江仕、駈込御願二罷出候者御
慈悲を以御糺二被成候処、弥以心得運申立、宿江御預ヶ被仰付候
節者、其時之御請書奉差上、御差支無之可仕御儀二奉存候
一御支配又〈御他領一市何等変事出来仕、麟多等被召連候節〈、
引請宿一而弁利宜敷様取計、叩御差支無之様可仕心得罷在候、以
上右通御宿心得方之儀御尋二仕、乍未熟右様取計へ仕度心得二奉存
罷在候処、相違無御座候、以上
文
政
五
午
年
三
月
埴
科
郡
中
之
条
村
郷
宿
太
右
衛
門
１
宇
丘
〈
衛
ｉ
与
惣
左
衛
門
何（御林守）源右
衛
門
何
（
名
主
・
取
締
役
）
瀬
左
衛
門
川
（
郁
中
代
・
取
締
役
）
嘉
十
郎
荒井平兵衛様
中
之
条御
役
所
八付記Ｖ本稿は、第二八回地方史研究協議会日本史関係卒業論文発表
会
で
行
っ
た
報
告
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
研
究
・
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
懇
切
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
法
政
大
学
文
学部教授村上直先生、また、快く史料の借覧の便を与えてくださった、
塚田博・塚田恵一の両氏ならびに、一昨年九月逝去された塚田祐雄氏に
は、記して感謝の意を表する次第である。
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